
【
交
通
安
全
事
業
】

◆
国
道
20
号
四
方
津
地
区

歩
道
整
備
（
Ｌ
０
・
４
㎞
）

＝
四
方
津
駅
周
辺
の
０
・
３

㎞
と
仲
居
地
区
の
０
・
１
㎞

で
用
地
買
収
、
歩
道
設
置
工

事
を
実
施
す
る
。
17
年
度
事

業
費
は
５
１
０
０
万
円
。

◆
国
道
20
号
初
狩
地
区
歩

道
整
備
（
Ｌ
０
・
３
㎞
）
＝

大
月
市
初
狩
町
中
初
狩
で
歩

【
富
士
山
火
山
防
災
対
策

の
充
実
・
強
化
】

◆
国
の
監
視
・
観
測
体
制

の
強
化
と
情
報
の
共
有
化

・
噴
火
の
兆
候
を
早
期
に

把
握
し
、
住
民
に
避
難
に
関

す
る
情
報
を
迅
速
に
提
供
で

き
る
よ
う
、
国
に
よ
る
監

視
・
観
測
体
制
の
強
化
と
と

も
に
、
デ
ー
タ
な
ど
の
情
報

の
共
有
化
を
図
る
こ
と
。

◆
「
富
士
山
火
山
噴
火
緊

急
減
災
対
策
砂
防
計
画
」（
対

策
編
）
に
基
づ
く
事
業
の
国

直
轄
化

・
計
画
に
基
づ
く
緊
急
減

災
対
策
に
つ
い
て
は
、
静
岡

県
側
と
同
様
に
山
梨
県
側
も

国
直
轄
事
業
化
し
、
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
。

◆
避
難
対
策
な
ど
へ
の
支

援
の
充
実

・
市
町
村
が
行
う
避
難
勧

告
な
ど
の
判
断
の
た
め
の
ガ

山
梨
労
働
局
が
ま
と
め
た

２
０
１
７
年
４
月
の
産
業
別

新
規
求
人
数
に
よ
る
と
、
建

設
業
の
新
規
求
人
は
３
８
８

人
で
、
前
年
同
月
の
２
８
７

人
と
比
べ
る
と
１
０
１
人

（
35
・
２
％
）
増
と
大
幅
に

増
加
し
た
。
建
設
業
の
う
ち

総
合
工
事
業
は
１
９
９
人

で
、
前
年
同
月
の
１
７
５
人

と
比
べ
る
と
24
人
（
13
・

７
％
）
増
加
。
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本
気
の
地
方

創
生
を

▼
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
、
高
度

経
済
成
長
期

で
に
ぎ
わ
う

１
９
６
４
年

の
日
本
。
茨
城
県
北
部
の

村
か
ら
東
京
の
建
設
現
場

に
出
稼
ぎ
に
来
て
い
る
主

人
公
の
父
親
が
、
初
め
て

洋
食
店
を
訪
問
。「
霞
が
関

の
ビ
ル
現
場
に
い
ま
す
。

国
立
競
技
場
の
現
場
に
も

い
ま
し
た
。
自
慢
に
な
ん

ね
え
ん
で
す
け
ど
」
と
女

性
店
主
に
話
す
。
店
主
は

「
今
、
い
ろ
ん
な
も
の
が

建
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
東

京
が
す
ご
い
の
で
は
な

く
、
お
客
さ
ん
の
よ
う
な

（
出
稼
ぎ
の
）
皆
さ
ん
が

造
っ
て
く
れ
た
も
の
。

も
っ
と
自
慢
し
て
く
だ
さ

い
」
と
返
す
。
こ
の
４
月

か
ら
始
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
ひ
よ
っ

こ
」
の
ワ
ン
シ
ー
ン
だ
▼

そ
し
て
53
年
後
の
現
在
。

再
び
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
近
づ
い
て
い
る
。
東
京

は
地
方
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
が
、
人
口
減
少

に
高
齢
化
社
会
と
、
取
り

巻
く
環
境
は
大
違
い
で
あ

る
▼
地
方
創
生
が
叫
ば
れ

て
は
や
２
年
半
。
各
地
方

自
治
体
の
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
が
打
ち
出
さ
れ
、
い

よ
い
よ
本
格
的
に
動
き
出

す
と
き
で
あ
ろ
う
か
。
だ

が
、
昨
年
の
東
京
圏
の
転

入
超
過
数
は
11
万
７
８
６

８
人
。
最
大
の
問
題
で
あ

る
東
京
の
一
極
集
中
は
収

ま
る
気
配
が
な
い
▼
前
地

方
創
生
担
当
大
臣
の
石
破

茂
氏
が
こ
の
ほ
ど
、『
日
本

列
島
創
生
論
』
を
出
版
。

そ
の
中
で
「
国
主
導
の
政

策
の
み
で
地
方
が
よ
み
が

え
る
こ
と
は
な
い
。
本
気

で
日
本
を
よ
み
が
え
ら
せ

る
た
め
に
は
、
新
し
い
動

き
を
地
方
か
ら
起
こ
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主

張
し
て
い
る
▼
し
か
し
、

全
て
の
社
会
活
動
の
根
幹

と
な
る
の
は
〝
人
〞
で
あ

る
。
と
り
わ
け
20
〜
30
代

の
活
発
な
消
費
者
が
ご
っ

そ
り
と
首
都
圏
に
集
中
し

て
い
る
異
常
な
状
態
を
解

消
し
な
い
限
り
、
何
も
変

わ
ら
な
い
気
が
す
る
。
都

会
の
人
口
を
日
本
全
国
に

分
散
さ
せ
る
抜
本
的
な
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
茨
城
・
Ｋ
Ｓ
）

中
央
市
は
、
進
め
て
い
る
増

設
庁
舎
整
備
に
お
い
て
、
年
度

が
改
ま
り
実
施
設
計
へ
業
務
を

移
行
し
た
。
基
本
設
計
に
続
い

て
馬
場
設
計
が
担
当
す
る
。

２
０
１
４
年
３
月
に
基
本
構

想
、
16
年
３
月
に
は
基
本
計
画

を
ま
と
め
た
庁
舎
整
備
は
、
本

県
は
、夏
季
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ（
揮

発
性
有
機
化
合
物
）
対
策
を

６
月
か
ら
９
月
ま
で
実
施
す

る
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
を
排
出
す
る
一

定
規
模
以
上
の
施
設
が
あ
る

工
場
や
事
業
所
に
立
入
検
査

県
は
、職
員
の
「
ゆ
う
活
」

（
夏
の
生
活
ス
タ
イ
ル
変
革
）

を
推
進
す
る
た
め
、
６
月
か

ら
９
月
ま
で
朝
型
勤
務
と
早

期
退
庁
を
促
す
。

県
職
員
の
勤
務
時
間
は
、

通
常
は
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
だ
が
、
朝
型
勤

務
で
は
①
７
時
15
分
〜
４
時

②
７
時
30
分
〜
４
時
15
分
③

７
時
45
分
〜
４
時
30
分
―
の

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
。
６

月
か
ら
９
月
ま
で
の
う
ち
連

続
３
週
間
の
３
日
間
以
上
で

実
施
す
る
。
知
事
14
部
局
１

４
８
所
属
の
３
０
２
８
人
が

道
の
新
設
や
拡
幅
を
計
画

し
、
調
査
設
計
、
用
地
買
収

を
推
進
す
る
。
17
年
度
事
業

費
は
５
１
０
０
万
円
。

◆
国
道
20
号
上
阿
原
交
差

点
改
良
＝
甲
府
市
上
阿
原
町

で
、
国
道
20
号
と
国
道
１
４

０
号
、
市
道
が
交
差
す
る
変

則
５
差
路
の
交
差
点
に
つ
い

て
、
中
央
帯
を
活
用
し
て
右

折
レ
ー
ン
を
移
動
さ
せ
て
事

故
防
止
を
図
る
。
17
年
度
に

新
規
着
手
し
、
調
査
設
計
を

行
う
。
17
年
度
事
業
費
は
６

０
０
万
円
。

◆
国
道
１
３
８
号
山
中
湖

自
転
車
歩
行
者
道
整
備
＝
自

転
車
歩
行
者
道
の
工
事
を
実

施
す
る
。

◆
国
道
１
３
９
号
鳴
沢
地

区
歩
道
整
備
＝
鳴
沢
村
で
歩

道
が
未
整
備
の
０
・
２
㎞
区

間
に
歩
道
を
整
備
す
る
。
案

で
は
片
側
（
南
側
）
に
設
置

す
る
。
17
年
度
に
新
規
事
業

化
し
、
調
査
設
計
を
実
施
す

る
。
17
年
度
事
業
費
は
３
０

０
万
円
。

◆
そ
の
他
の
交
通
安
全
事

業
・
国
道
20
号
武
川
地
区
歩

道
整
備
＝
用
地
買
収
、
歩
道

設
置
工
事

・
国
道
52
号
鰍
沢
地
区
歩

道
整
備
＝
用
地
買
収
、
歩
道

設
置
工
事

・
国
道
52
号
貢
川
地
区
歩

道
整
備
＝
用
地
買
収
、
歩
道

設
置
工
事

・
国
道
１
３
９
号
本
栖
地

区
歩
道
整
備
＝
用
地
買
収
、

歩
道
設
置
工
事

・
国
道
１
３
９
号
上
暮
地

歩
道
整
備
＝
用
地
買
収
、
歩

道
設
置
工
事

・
国
道
１
３
９
号
都
留
文

大
入
口
交
差
点
改
良
＝
用
地

買
収
、
交
差
点
改
良
工
事

【
無
電
柱
化
事
業
】

◆
国
道
20
号
甲
府
電
線
共

同
溝
＝
甲
府
市
上
阿
原
町
〜

蓬
沢
町
間
の
２
・
８
㎞
で
本

体
工
事
を
実
施
す
る
。
17
年

度
事
業
費
は
７
０
０
０
万

円
。◆

国
道
１
３
９
号
富
士
北

麓
電
線
共
同
溝
・
富
士
北
麓

（
２
）
電
線
共
同
溝
＝
富
士

河
口
湖
町
船
津
〜
富
士
吉
田

市
上
吉
田
間
の
約
７
・
４

㎞
、
鳴
沢
村
前
原
〜
富
士
河

口
湖
町
船
津
間
の
約
７
・
１

㎞
（
２
）
で
本
体
工
事
を
推

進
す
る
。
17
年
度
事
業
費
は

５
億
円
。

◆
国
道
20
号
甲
斐
電
線
共

同
溝
＝
本
体
工
事
を
行
う
。

【
道
路
管
理
施
設
の
老
朽

化
対
策
】

◆
橋
梁
補
修
＝
国
道
20
号

塩
川
大
橋
ほ
か
。
国
道
52
号

南
部
高
架
橋
ほ
か
。

◆
ト
ン
ネ
ル
補
修
＝
国
道

20
号
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル

【
防
災
・
震
災
対
策
】

◆
耐
震
補
強
＝
国
道
20
号

精
進
湖
立
体
橋
、
国
母
立
体

橋
、
櫛
形
立
体
橋

甲
府
河
川
国
道 

17
年
度
の
道
路
事
業

１
面
か
ら 提

案
・
要
望

県 

18
年
度
国
へ
の

▶３◀

イ
ド
ラ
イ
ン
を
国
が
策
定
す

る
こ
と
。

・
富
士
山
は
噴
火
す
れ

ば
、
全
国
的
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
国
が
主
体

と
な
っ
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
改
定
を
行
う
こ
と
。

・
民
間
の
山
小
屋
な
ど
に

シ
ェ
ル
タ
ー
機
能
を
付
加
す

る
整
備
へ
の
補
助
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
。

・
迅
速
な
避
難
を
行
う
た

め
に
必
要
な
広
域
的
訓
練
な

ど
の
避
難
対
策
に
対
し
、
財

政
支
援
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　
　
　

◇

【
公
共
土
木
施
設
お
よ
び

公
共
建
築
物
の
老
朽
化
対

策
】◆

公
共
土
木
施
設
の
老
朽

化
対
策
に
対
す
る
財
源
の
確

保
と
点
検
補
修
技
術
の
向
上

・
防
災
安
全
交
付
金
、
農

山
漁
村
地
域
整
備
交
付
金
、

地
方
創
生
整
備
推
進
交
付
金

な
ど
に
つ
い
て
、
十
分
な
財

源
の
確
保
と
継
続
し
た
支
援

を
行
う
こ
と
。

・
地
方
の
負
担
と
な
っ
て

い
る
大
規
模
な
修
繕
・
更
新

に
つ
い
て
は
、
補
助
制
度
の

事
業
要
件
の
緩
和
や
十
分
な

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

・
公
共
土
木
施
設
の
維
持

管
理
や
更
新
な
ど
の
老
朽
化

対
策
を
進
め
る
上
で
、
効
率

的
、
効
果
的
な
維
持
管
理
が

行
え
る
よ
う
、
点
検
や
補
修

に
関
す
る
新
技
術
の
開
発
・

普
及
を
進
め
る
こ
と
。

◆
公
共
建
築
物
の
長
寿
命

化
対
策
な
ど
に
対
す
る
支
援

の
拡
充

・
（
新
規
）
長
寿
命
化
事

業
な
ど
に
対
し
て
「
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
」
が
17
年
度
か
ら
措
置
さ

れ
、「
公
共
施
設
等
の
集
約
・

複
合
化
事
業
」
や
「
公
共
用

建
物
の
長
寿
命
化
事
業
」
が

対
象
に
な
っ
た
が
「
公
用
建

物
」も
対
象
に
加
え
る
こ
と
。

・
公
共
建
築
物
の
個
別
施

設
計
画
に
基
づ
く
、
長
寿
命

化
対
策
な
ど
（
点
検
・
診

断
・
修
繕
・
更
新
な
ど
）
に

要
す
る
経
費
に
補
助
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
。　
（
続
く
）

老
朽
化
対
策
へ
の
補
助
拡
充

年
３
月
に
基
本
設
計
を
公
表
。

田
富
庁
舎
敷
地
の
西
側
に
Ｐ
Ｃ

造
２
階
建
て
延
べ
３
８
２
３
㎡

規
模
で
計
画
し
、
建
物
南
側
で

現
庁
舎
と
接
続
す
る
。
高
断
熱

工
法
の
採
用
や
屋
上
へ
の
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
な
ど
、
環

境
面
へ
の
配
慮
を
行
う
。

現
段
階
で
示
さ
れ
て
い
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
と
、
本
年

11
月
ま
で
に
実
施
設
計
を
完
了

さ
せ
、
敷
地
内
の
福
祉
セ
ン

タ
ー
解
体
に
着
手
。
18
年
度

早
々
に
本
体
工
事
に
取
り
掛
か

る
予
定
で
、
19
年
５
月
の
供
用

開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
６
月
補
正
予
算
案
で

は
、
増
設
に
伴
う
サ
ー
バ
ー
室

の
実
施
設
計
費
用
１
２
３
８
万

５
０
０
０
円
を
対
応
し
て
い

る
。
サ
ー
バ
ー
室
は
増
設
庁
舎

の
２
階
南
側
に
配
置
さ
れ
て
お

り
、
各
フ
ロ
ア
へ
の
Ｌ
Ａ
Ｎ

ケ
ー
ブ
ル
配
線
や
室
内
の
機
械

設
備
配
置
な
ど
設
計
を
委
託
す

る
。
秋
口
を
め
ど
に
業
務
を
完

了
さ
せ
た
い
意
向
で
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
保
守
業
務
を

行
っ
て
い
る
業
者
と
随
意
契
約

を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

中
央
市
の
増
設
庁
舎 

実
施
設
計
へ

基本に続き
馬場設計で

対
象
。

朝
型
勤
務
に
つ
い
て
後
藤

斎
知
事
は
「
職
員
の
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

改
善
は
も
ち
ろ
ん
、
執
務
時

間
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ

り
、
業
務
の
効
率
化
も
期
待

さ
れ
る
」と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

ま
た
、
６
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
を
カ
ジ
ュ
ア

ル
・
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
と

し
、「
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
カ
ジ
ュ

ア
ル
パ
ン
ツ
な
ど
暑
さ
を
し

の
ぎ
や
す
い
服
装
で
の
勤
務

も
奨
励
」（
後
藤
知
事
）
し

て
い
る
。

を
行
う
。
そ
の
ほ
か
の
工
場

な
ど
に
も
、
洗
浄
槽
や
保
管

容
器
な
ど
有
機
溶
剤
を
扱
う

設
備
の
こ
ま
め
な
ふ
た
閉

め
、
低
Ｖ
Ｏ
Ｃ
製
品
の
積
極

的
な
選
定
な
ど
を
呼
び
掛
け

る
。Ｖ

Ｏ
Ｃ
は
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
原

因
物
質
の
一
つ
で
、
気
温
の

高
い
夏
季
に
蒸
発
し
や
す
く

な
る
た
め
、
対
策
を
行
う
。

朝
型
勤
務
で
〝
ゆ
う
活
〞

早
い
職
員
は
７
時
15
分
か
ら

－ 県 －

県
が
呼
び
掛
け

Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策

建
設
業
の
新
規
求
人

前
年
よ
り
大
幅
増
加

４
月

新笹子トンネル改修 位置図


